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● Cloud Spanner の概要と特徴

● パフォーマンス調査とイントロスペクション

● 最新情報



Cloud Spanner
リレーショナル  データベースの構造の利点と、

非リレーショナルのスケーラビリティを組み合わせ、

世界中に分散され、強い整合性を持った、

エンタープライズ  グレードのフルマネージド  データベース。



特徴 3 - 自在に増減可能なスループット

ノード数と負荷状況に応じてテーブル内のデータは  自動シャーディング  され、

スケールアウトはもちろん、ノード数を減らしてスケールインも簡単

クラウド ネイティブなリレーショナル  データベース
Cloud Spanner の特徴

特徴 2 - 高可用性と強整合性を両立

強整合性を保ちつつ複数リージョン間で  DR 構成 可能で 99.999% の可用性を提供、

パッチ適用やノード追加によるダウンタイムも無し

特徴 1 - 運用構築の手間が無い RDBMS
フルマネージドなデータベースで容易に構成可能、パッチ適用なども全自動

テーブル構造に対して  SQL でのクエリや、ACID トランザクションをサポート



を構築すると裏側はどうなっている？

東京リージョン  (asia-northeast1)

ゾーン a ゾーン b ゾーン c

Cloud Spanner
インスタンス

1 ノード

node1 node1 node1

分散ストレージ 分散ストレージ 分散ストレージ

実際のデータは分散ストレージに保存されるため、
仮にノード（処理タスク）で障害が起こっても、データへ影響は無し。
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三重化



ノード追加は、コンピュート ノードが追加起動するだけ

node1

ゾーン a ゾーン b ゾーン c

node2 node1 node2 node1 node2

2 ノード目追加

数秒で起動完了

Cloud Spanner
インスタンス

2 ノード

東京リージョン  (asia-northeast1)

分散ストレージ 分散ストレージ分散ストレージ

ノード追加とは、新たなコンテナが起動するだけ。データ自体は分散ストレージ経由で共有さ
れているため、ノードの追加と削除は速やかに完了する。

コンピュート

ストレージ
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スキーマ設計の重要性
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&$985487

CREATE TABLE Singers (
  SingerId INT64 NOT NULL,
  SingerName STRING(MAX),
) PRIMARY KEY(SingerId);

CREATE TABLE Albums (
  SingerId INT64 NOT NULL,
  AlbumId INT64 NOT NULL,
  AlbumName STRING(MAX),
) PRIMARY KEY(SingerId, AlbumId);

インスタンス

DB DB

テーブル テーブル

行/列 主キー
セカンダリ 
インデックス

単一 複合

&$985487
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テーブルインターリーブ

Split 1

Split 2

Order By 
SingerId, 
AlbumId

特徴

● 親子テーブルを同じスプリットにコロケーションさせる

● 子レコードを作成する前に、親行が存在している必要

● 最初に親テーブルの行で順序付けられ、次に主キーに基づいて子

テーブルで順序付けられます

● インターリーブされたテーブルの主キーを介して結合します（パフォー

マンス向上）

利用しない場面 

● 単一行とその子孫テーブルのデータが増え続けるような場合

● 親とは無関係に子テーブルにアクセスするようなクエリ

パターンの場合



&$985487

ホットスポットを回避 主キーの設計

問題

● データはキー範囲を通じてサーバー間で分割される

● 単調に増やすと、範囲の最後に新しいレコードが追加され、常に同じ

サーバーにヒットする 

● スプリット(分割) に負荷が高くなると、新しい分割が作成される負荷

分散

対応

● 十分に分散する値を主キーに使用する

○ 例）UUID（バージョン 4）

○ どうしても単調増加 / 減少する値を使用したい

例）値をハッシュし、主キーとして使用する。またはハッシュした

値の列と元のキー列をあわせて複合主キーとして使用する
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Range 1-3

Range 4-5



パフォーマンスの分析・調査

イントロスペクション
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詳細は公式ドキュメントにて
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● イントロスペクション ツールはデータベースの問題を

調査するための機能

● クエリ、トランザクション、読み取りなどについてより

詳細な情報を取得する目的

● クエリを実行する対象となる一連の組み込みテーブ

ルで構成されてる



&$985487

のコンソールでモニタリング

特徴

● ノード数

● CPU 使用率 - 移動平均 24 時間 
高い優先度

合計

● レイテンシ 

○ リクエストを受信すると開始され、Cloud Spanner サービスがレスポン

スの送信を開始すると終了します

○ レイテンシ指標は 50 パーセンタイルと 99 パーセンタイルで確認でき

ます。

● 1 秒あたりのオペレーションの回数

○ 読み取りと書き込み

○ 読み取り専用（DML ステートメントも含まれます）

○ 書き込み専用（DML ステートメントは除外されます）

○ Cloud Spanner サーバーでのエラー

● スループット（MB/秒）

○ 読み取りまたは書き込みで処理された非圧縮データ量 

○ APIs のリクエストとレスポンスが含まれます

● データベース ストレージの合計

● バックアップ ストレージの合計



&$985487

使用率の指標

 ポイント

● 優先度の高いタスクはすぐに優先度の低いタスクをプリ

エンプトします

● すべての優先度の低いタスクを停止して、100％の

CPUを利用できます

● バックグラウンドでの使用率の急上昇は、問題の兆候

ではありません。優先度の低いタスクは、ユーザータス

クなどの優先度の高いタスクがあれば、ほぼ即座に後

回しにされます。



&$985487

使用率の指標

ポイント

● 高い優先度 CPU 使用率と 24 時間の平均 CPU 使用

率を追跡するアラートを作成

● CPU 使用率は、リクエストのレイテンシに影響する可能

性があります

対応

● SQL クエリを特定し、それらを最適化 

● 推奨される CPU 使用率の最大値を超える場合は、イ

ンスタンスにノードを追加
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クエリの統計情報

CPU を最も多く使用したクエリおよびすべてのクエリの総
計について、多数の統計情報を保持する組み込みテーブ
ルが提供

● クエリごとにグループ化された  CPU 使用率
SPANNER_SYS.QUERY_STATS_TOP_[1分/10分/1時間]

● 集計した統計のテーブル
SPANNER_SYS.QUERY_STATS_TOTAL_[1分/10分/1時間]
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最も古いアクティブなクエリ

最も古いアクティブなクエリとは？

最も古いアクティブなクエリ（長時間実行中のクエリとも呼ばれる）

は、データベース内で現在アクティブなクエリのリストであり、クエリ

の実行時間順に並べられています。これらのクエリを分析して、シ

ステムのレイテンシと  CPU 使用率が高い場合の原因を特定できま

す。

 テーブル

● 実行中クエリ（DML ステートメントも含む）開始時間別に

昇順で表示

OLDEST_ACTIVE_QUERIES

● すべての実行中のクエリの統計情報

ACTIVE_QUERIES_SUMMARY



&$985487

トランザクションの統計情報

トランザクションに関する統計情報を保存する
組み込みテーブル

● トランザクション別にグループ化されたレ
イテンシ統計

SPANNER_SYS.TXN_STATS_TOP_[1分/10分/1時間]



パフォーマンス分析の最新情報
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● ロックの統計情報

 Cloud Spanner のロックに関する統計情報が確認できるようになりました。ロックの

統計を使用して、特定の期間中にデータベースでトランザクションロックの競合の主な

原因となった row key と table column(s) を特定できます。

● クエリの統計情報 (追加)

Cloud Spanner のクエリ統計情報のテーブルスキーマに、

「失敗」「キャンセル」「タイムアウト」

したクエリの情報が追加されました。

大量のリソースを消費しているにもかかわらず完了に失敗したり、ユーザーまたはア

プリケーションによって中止されたクエリを識別できます。



ロックの統計情報

● 行キーによるロックの統計情報

SPANNER_SYS.LOCK_STATS_TOP_[1分/10分/1時
間]

● 統計情報の集計

SPANNER_SYS.LOCK_STATS_TOTAL_[1分/10分/1
時間]
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SELECT 
CAST(s.row_range_start_key AS STRING) AS 
row_range_start_key,
T.total_lock_wait_seconds,
S.lock_wait_seconds,
s.lock_wait_seconds/t.total_lock_wait_seco
nds frac_of_total,
s.sample_lock_requests

FROM 
spanner_sys.lock_stats_top_10minute s,
spanner_sys.lock_stats_total_10minute t

WHERE
t.interval_end = "2020-11-12T22:50:00Z"　
and s.interval_end = t.interval_end;



Thank you!
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